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はじめに

現在、 H寺間生物学は生物学の 1分野として認知lさ

れており、我が国における生物時計の研究は最も評

1i1liの高い研究分野のlつである。しかし、 H寺間生物

学の歴史は浅く、 60年前までは学問としての認知度

は低かった。このこと を示すエピソードとして、 |時

間生物学の世界的泰斗であるユルゲン ・アショフ教

授がある時私に話してくれたことがある。彼がハイ

デルベルグのマ ックス ・プランク研究所で生体リズ

ムの研究を始めた1950年代初頭の頃である。アショ

フ教授は、同研究所にいた筋肉生理学の大御所から、

「生体リズム」は研究の対象にならない、学問では

ないと言われ、憤るとともに大いに発奮したという。

私も似た経験を持っている。当H寺、iJ!IJ定できる リズ

ム現象といえば、葉の開閉運動とか、行動とかせい

ぜい体温、血中代謝物質などしかなく、現象論的解

析が主であった。当時はもちろんつい最近まで、現

象論的解析は研究の初歩的段階で、分子、遺伝子の

レベルの研究がより進んだ段階の研究であるとの風

潮があった。しかし、両者の違いは研究の対象が個

体か分子かの違いで、 実際に行っていることは両者

とも「現象論的解析」である。物性から生命をWIoく

のはまだまだ先である。

話が棋にそれたが、時間生物学の主たる命題が提

唱され、 研究方法論が確立したのは、時間生物学に

おいて歴史的会議と位置付けられているコールドス

プリングハーパーシンポジウム[1 ]で、今からほ

ぼ50年前の1960年のことである。この問、ヒトにお

ける内的脱同調 (1965)、Ilfli乳類における生物|時計局

在 (1972)、時計遺伝子 (1976)、|晴乳類時計遺伝子

のオートフ ィードパック ループ (1997)、末梢振動体

(1998)などの重要な発見があり、時間生物学は着

実に発展してきた。この半世紀、時間生物学がどの

様にして発展して来たかを振り返ることは、 単に歴

史を記述するということだけでなく、今後この学問

をどのようにして発展させて行かなければならない

かを考察するうえでも意義があると考えていた。
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そんな折、富岡編集長からH寺間生物学の歴史を書

かないかとのお誘いがあった。前述のこともあり二

言でお引き受けしたが、いざ書き始めてみるとすぐ

に不明な点や空白が多いことに気づき、筆が進まな

くなった。締め切り時期が近づいてくる。そこで、

今回はH寺間生物学の歴史の 「概要」記載に留め、誤

謬、欠落、評価などについて時間生物学会会員諸氏

に指摘して頂き、このシ リーズ(日本編、外国編)

が終わった段階で、完成版を書き直すとの方針を立

てた。できれば研究史としたかったが、事績のみを

対象とした。研究史を書くには、かな りの時間が必

要だ。今回は日本編と して、本邦におけるH寺間生物

学の発展について記述した。文中には多くの人物が

登場するが、 敬称は省11洛させていただく 。

H寺間生物学の範囲をどこまで広げるかにも よるが、

生命体の周期現象を記載し、 その発振機序と意義を

研究した最初の日本人は、和田 (高良) とみ (1896-

1993)ではないかと思われる(図 1)。和田は、日

本女子大を卒業後、ジョンズ ・ホプキンス大学の

カール ・ポール ・リヒ ター (1891-1988)の教室に留

学し、日本人女性で初めて博士号を取得した [2 ]。

図 1 和田とみ博士



1922年(大正11年)のことである。リヒターはげっ

歯類からヒ トにいたるまで、JI甫乳類の行動や体温にみ

られる周期現象に興味をもち、明暗サイクルや食事

サイクルの影響を調べるとともに、概日リズムの発

振源を視床下部に求めた、時間生物学における先駆

者の一人である [3 ]。和田とみは、睡眠中のヒ 卜の

胃の蛸動運動を巧妙な方法で測定し、そこにきれい

な周期性を認めた(図 2)。そして、この嬬動運動が

ヒトの11重11民党醒リズムに影響していると推測した。

帰国後、彼女は母校で教壇に立ったが、その後関心

は学問よりも婦人運動、 平和l運動に向かい、第二次

世界大戦後は政治家となった。

一方、日本の大学でも第二次世界大戦前から動物

の行動にみられる周期的活動の研究が始まっていた。

京都帝国大学理学部の森主ーはウミサボテンの周期

性を研究し、 1948年に 「動物の週期活動」と題した

本を出版している[4 ]。また、東北帝国大学理学部

の加藤隆奥雄は昆虫の日周活動について研究を展開

した。森、加藤は1960年に開催されたコールドスプ
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図2 ヒ卜胃の周期的な嬬動運動
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桑原万寿太郎
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リングハーパーシンポジウムに日本からただ 2人出

席し、発表している (図3)。

1960年代に入ると、海外の時間生物学的研究が判

り易く日本に紹介され、 生体リ ズムや生物l時計の用

語が広まっていった。例をあげると、その後ノーベ

ル賞受賞となったカ ール ・フォン ・フリ ッシュの

「ミツバチの不思議J(内田亨訳.1963)、桑原万寿太

郎の「動物と太陽コンパスJ(1963)、「動物の体内時

計J(1966)、ア ・エス ・ダニレフスキーの「見虫の

光周性J(日高敏隆/正木進三訳， 1966)などがある

(図4)。この頃、生休リズムとは似て非なる「バイ

オリズム」なるものが日本に上陸し [5 ]、マスコ ミ

にも取り上げられたため、各界で混乱が生じた。知

らない会員のために簡単に説明すると、バイオ リズ

ムとは個人の出生年月日により 決まる運命|性l棋で、

周期的に変動する身体、感情、 知性の3つの機能に

よって、ヒトの健康が左右されるとする型論である。

その理論には生物時計の研究成果なども取り入れて

おり、現在問題になっている疑似脳科学に似ている。

図 3 Cold Spring Harbor Symposiumにおける森主

(左)と加藤陸奥雄(右)

桑原万寿太郎
1966 
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1963 図4 1960年代の時間生物学啓蒙書
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1960年代は、ストレスに関係する副腎皮質ホルモン

の分泌に概日リズム(当時は日内リズムと呼んでい

た)があることから、東大や北大など精神医学教室

でリズム研究が盛んに行われた。

1970年代には、ラット視交叉上核に生物時言「が局

在していることが判明し (1972)、時間生物学的研究

が大いに鼓舞された。1976年、須田正巳らが中心と

なり、内藤財団の資金的援助を得てシンポジウム

「バイオ リズムとその機構」が開催された。その国

1~1f )巨として、 1978~ドにシンポジウムlBiorhythm

and Its Central MechanismJが東京で開催され、コ

リン・ピッテン ドリー、フランツ・ハルパーグ、 エ

リオ ット・ワイツマ ンなど鋒々たる研究者があっ

まった。このシンポジウムと前後して、千葉喜彦が

「生物時計の話」を発刊し、毎日出版賞を獲得した。

1970年代の後半には、生物リズム研究も組織的にな

り、 1979年には文部省科学研究費補助金を得て特定

研究「動物行動の発現機構」が立ち上がり、その第

7班として「行動のリズム形成と動機づけ発現機構」

(代表研究者 ・久保田競)が設置された。この研究

班には20名の研究者が配置され、青木清、井上昌次

郎、大島清、千葉喜彦、出口武夫、中川八郎、森田

之大、麿重力、正木進三などの顔が見える。

1980年代になると、時間生物学に関わる定期的集

会や研究組織が相次いでL設立された。1984年8月に

は、本間生命科学財団による国際シンポジウム、第

1回 「生物リズムに関する札幌シンポジウム」が北

大で開催された(図 5)。このシンポジウムはユルゲ

ン・アショフやマイケル・メネカーらの定期j参加に

より、 2年に 1度、 2003年まで音1-10回に渡って開催

s.p仰問 5ym附ium 制 Biolo~ital Rhythm Au仰 t29・31‘1984S.抑制

図5 第 1回生物リスムに関する札幌シンポジウム (1984)

図6 第 1回生物リズム研究会 (1984)
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され、瞭重力と著者が主宰した。シンポジウムの成

果は英文単行本 として毎回出版された。また、

Aschoff/Honma賞が制定され、 国際レベルで顕著

な業績をあげた若手研究者に賞と賞金が贈られた。

同年12月には、 第 1回生物 リズム研究会が名古屋大

学で開催された。この研究会は、 当初フラ ンツ ・ハ

ルバーグの依頼を受けて日本に国|努時間生物学会を

誘致する目的で組織され、名古屋大学名誉教授で当

n寺参議院議員だ、った高木健太郎が世話人代表、 川崎

晃一 (九大)が事務局長と して発足した (図 6)。匡|

際学会の誘致は実現しなかったが、 生物リ ズム研究

会は国内lvl究者の意見交換の場として毎年開催され、

10固まで続いた。この研究会は医学部基礎系研究者

や理学部系研究者により構成された。一方、生物リ

スム研究会発足より 2年ほど遅れて、臨床時間生物

学研究会が立ち上がり、 第 1回砂|究会が八王子で行

われた。このlI)1'究会は、 主として精神医学や睡眠学

などヒトを対象とした研究をおこなっている臨床研

究者や医師連により構成され、遠藤四郎、高橋清久、

著者が世話人に名前を連ねた。この 2つの研究会は、

同じ時間生物学でもいわゆる基礎と臨床に棲み分け

ていたが、著者のように両方の研究会に所属してい

たものも多かった。その後、 |臨床時間生物学会は総

合研究A(代表研究者 :高橋三郎)を得て毎年研究

会を開催し、 1990年にその集大成である「臨床時間

生物学J[6 ]を発刊した。翌1991年には、主として

生物リズム研究会のメンバーによる 「時間生物学ハ

ンドブックJ[7 ]が刊行され、日本人研究者による

研究成果が網羅された。

1990年代に入って、学会設立の機運が高まり、基

礎系の生物リズム研究会と|臨床系の臨床時間生物学

研究会が合同して、 1994年日本時間生物学会が設立

された。初代理事長には、設立準備委員会委員長で

あった千葉喜彦(1993-1998)が就任した。その後、高

橋清久 (1999-2004)、本間研一 (2005現在)と続い

ている。学会設立当初の会員数は500名を超え、日

本学術会議の参加団体と なった。年に l回学術集会

を持ち回りで開催し、年に 2[[1、機関紙 「時間生物
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学」を発刊している。また、この頃から時間生物学

の国際的共同研究の機運が高まり 、1993年からは文

部省科学研究費補助金 ・国際学術研究と 米国NSF

rBiological TimingJによる日米の共同研究が8年
間に渡って続けられ、日本のH寺間生物学分野におけ

る多くの若手lvl究者が米国に留学した。この流れは

21世紀になって加速され、日本時間j生物学会と して

国際的にイ ニシアチブを発揮する時代とになった。

その 1つの現れが国際学会の主宰である。2003年に、

第 l四時間生物学世界大会(大会長 :本間研一)を

札幌で、 2007年には第2回世界大会(大会長.大塚

邦明)を東京で開催している。また、 2009年には第

11回欧州生物リズム学会大会(大会長:ポール ・ベ

ベー)をス トラースブルグで、 第6回アジア|睡眠学

会 (大会長 大川匡子)を東京で共催した。1980年

代初頭、日本で匡11努学会を開催するとの意気込みで

設立された問究者組織が、 20年後にその夢を実現し

たのである。
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